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１ はじめに

平成20年告示の学習指導要領では，理科の授業時数や内容が拡充され，観察・実験の一層の充

実を図るように示されました。これを受けて，当センターでは，平成23年度に中学校において理

科教員が観察・実験中心の授業ができるように，観察・実験の進め方のポイントを示した指導資

料「中学校理科観察・実験書」を作成しました。

本資料「中学校理科の観察・実験資料集」は，平成23年度の指導資料を改訂及び追加を行い，理

科教員が観察・実験をより一層充実させた授業が行えるように，内容の充実を図ったものです。

掲載されている観察・実験は，研究協力員の先生方や当センターにおける研修者の先生方から要

望の多い観察・実験や質問の多い事項を盛り込み，できるだけ学校現場の要望に応えられるよう

に編集しています。

２ 指導資料の特徴とねらい

この指導資料は，教科書に記載されている

観察・実験を中心とし，指導書に記述されて

いない，授業前の準備のポイント，実験後の

廃液の処理方法等を記載し，準備段階から後

片付けまでを円滑に行えるように考慮してい

ます。また，身近な自然の活用，試薬や素材

の県内での入手方法，失敗しやすいポイント

（成功へのコツ），更なるステップアップへ

の一工夫等も記載しています。この指導資料

が岩手県の中学校理科教員に活用されること

により，観察・実験を重視した理科の授業が

円滑に実施され，生徒の興味・関心が高まり，

理解を深めるとともに，科学的な見方や考え

方が養われることをねらいとしています。

【図１】は，中学校理科の観察・実験資料

集を作成する上での方向性を示したものです。

３ 「中学校理科の観察・実験資料集」の内容

資料集は，「１準備」，「２手順」，「３解説」

の構成からなります。「物理的領域」，「化学

的領域」，「生物的領域」，「地学的領域」の各

領域から，計56項目の観察・実験について作

成しました。

【図１】中学校理科の観察・実験資料集作成の方向性

①学習指導要領の改訂
・授業時数や内容の増加

・観察・実験の一層の充実

②項目内容の精選
・研究協力員，研修者からの要望や質問

・平成23年度の研究項目の見直し

③教材研究及び資料集の作成
・教材開発 ・準備のポイント

・観察・実験の留意点 ・類似実験等

④研究の検証
・開発教材の検証

・資料集の検証

岩手の理科教育の充実

配布・普及
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（１）物理的領域

【物01】 「パソコンを使った音の観察」 【物07】 「真空放電と陰極線」

【物02】 「光学台と簡易カメラの製作（ものづくり）」 【物08】 「Wiiリモコンを使った運動の解析」

【物03】 「浮力の実験－浮沈子－（ものづくり）」 【物09】 「簡易ストロボを用いて運動を調べる」

【物04】 「テスターによる測定」 【物10】 「力の合成」

【物05】 「ボールペン軸モーター（ものづくり）」 【物11】 「物体のもつ運動エネルギーの変化」

【物06】 「交流の発電と観察」 【物12】「５分で製作，１分で放射線が観察できる霧箱の実験」

【図２】「力の合成」

生徒実験として簡単

に，しかも，精度良

く合力が出せる装置

です。開きの角度を

様々に変化させた場

合について探究的に

調べることができま

す。実験はグループ

で行います。

（２）化学的領域

【化01】 「プラスチックの性質」 【化09】 「マグネシウムと二酸化炭素の酸化還元反応」

【化02】 「ペットボトル繊維をつくる」 【化10】 「孔雀石から銅を取り出す」

【化03】 「電気を通すプラスチックをつくる」 【化11】 「短時間で確認できる定比例の法則」

【化04】 「溶解度曲線の作成」 【化12】 「寒天を使ったイオンの移動の観察」

【化05】 「失敗しないカルメ焼き」 【化13】 「水の生成を確認する中和反応」

【化06】 「アルコールランプで作るカルメ焼き」 【化14】 「中和反応と溶液の電気伝導度」

【化07】 「水の合成」（燃焼バッグを自作する） 【化15】 「廃液の処理」

【化08】 「スチールウールの燃焼」

【図３】「マグネシウムと二酸化炭素の酸化還元反応」

教科書には活用例として紹介されている実験です。生徒の既習概念を覆し，疑問を喚起させたり，

既習事項を活用しながら思考・表現させたりと科学的に探究する学習活動が展開できます。生徒が

簡単で安全に実験を行い，分かりやすい結果がでるような実験装置を開発しました。

装置の作り方と実験方法

従来の方法
との比較

装置の作り方と実験方法
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（３）生物的領域

【生01】 「顕微鏡の使い方」 【生10】 「ヒメダカの走性」

【生02】 「淡水プランクトンの培養と観察」 【生11】 「イカの解剖」

【生03】 「植物の葉の構造」 【生12】 「体細胞分裂の観察」

【生04】 「光合成でつくられたデンプンの確認」 【生13】 「花粉管の観察」

【生05】 「植物の道管の観察」 【生14】 「DNAの抽出」

【生06】 「植物の気孔の観察」 【生15】 「土壌動物の調査」

【生07】 「種子をつくらない植物」 【生16】 「クマムシの観察」

【生08】 「フックが発見した細胞CELLの観察」 【生17】 「外来生物の調査」

【生09】 「色素体の観察」

【図５】「イカの解剖」 教科書で紹介されているため，授業で扱う先生方も増えてきた項目です。

解剖した時に各器官の名称が分かるように写真を大きく掲載しました。また，眼球や色素

胞の観察など，一緒に観察すると興味深い内容も盛り込みました。

手順は多くの写真で解説

材料の取扱い上の注意

トピック記事
で豆知識を紹介

準 備
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（４）地学的領域

【地01】 「歯科用印象材による火山立体モデルの作成」 【地07】 「いいにおいの断層実験とボーリング実験」

【地02】 「火山灰の観察」 【地08】 「ゆっくりはっきり観察できる前線モデル」

【地03】 「火成岩の組織の観察」 【地09】 「天体望遠鏡の使い方」

【地04】 「結晶のでき方と結晶の大きさとの関係」 【地10】 「太陽の表面の観察」

【地05】 「地震の波の伝わり方」 【地11】 「月の見え方 月食」

【地06】 「資料：地震と災害」 【地12】 「金星の満ち欠けモデル」

【図６】「火山灰の観察」

なるべく地域の身近な素材を使い生徒が自分の体験として学習できるように工夫しました。素材

の採取場所情報も掲載しました。

４ おわりに

本指導資料は，当センターのWebページ（http://www1.iwate-ed.jp/）に掲載しています。なお，

内容については今後も先生方から幅広くご意見を頂きながら改善を図ります。

この研究を進めるに当たり，貴重なご意見を頂いた岩手県下の先生方に感謝申し上げます。

地域の素材

実際に観察される自然

試料の採取場所情報


